
             令和８年度 事業計画書 

                                   自 令和８年４月 １日 

                                   至 令和９年３月３１日 

社会福祉法人 健善富会 

明 和 輝 保 育 園 

１．保育の概要 

（1）所在地 

千葉市緑区おゆみ野中央７丁目３０ 

（2）定員 

 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合 計 

定 員 ９ １５ １６ １６ １７ １７ ９０ 

現員４月 ６ １４ １６ １６ １８ １９ ８９ 

３月予測 ９ １８ １６ １６ １８ １９ ９６ 

（3）職員数 

  【嘱託医】小児科：おゆみのクリニック小児科医  高柳医師 

       歯 科：おゆみ野歯科医院       土田院長 

２． 保育理念 

すべての子どもたちとその家庭の幸福を願い、将来、子ども達が世の為、他人の為に働ける人に

それぞれの分野に於いて、社会貢献できる人になれるように支援する。 

保育方針 

一人ひとりを大切に、肌理細やかに丁寧に保育する。 

保育目標 

子どもの社会性、主体性、意欲を培う。 
 

３． 保育時間 

保育標準時間（月～土）午前７時～６時   保育短時間（月～土） 午前９時～午後５時 

延長保育（月～金）  午後６時～８時 
 

４． 特別保育事業 

① 延長保育   ② 障害児保育   ③ 産休明け保育   ④ 子育て支援 

 

５． 健康管理 

     

児 童 医師による健康診断（５月･１０月）、歯科医師による歯科検診(６月)、身体測定(毎月) 

職 員 
細菌検査(園長・主任・０歳児担任・調理担当 毎月２回、他職員年４回) 

健康診断 年１回 

 

施設長 主任保育士 保育士 栄養士 調理員 看護師 保育補助 延長保育 支援センター 用務 事務員 

１ １ １９ １ ５ １ ３ ２ ４ ４ ２ 



６． 給食・食育 ～毎月の行事にちなんだ献立と手作りおやつ～ 

① 旬の食材を取り入れ、季節感や行事を大切にし、食を通して日本の伝統文化を伝えていけるよ

う献立に盛り込んでいる。 

② 野菜を育てたり、野菜の皮むきなどのお手伝い、調理を経験することで、子どもの食に対する

「意欲」を高め、おいしく楽しく食べられるよう心がけている。 

③ 行事（入園式・ひな祭り・子どもの日等）に合わせた献立・食事を提供しお祝いをする。 

④ 毎月発行の献立表と給食だよりの発行を行い、中でも人気メニューのレシピを自由に持ち帰れ

るよう用意している。 

⑤ おやつは腹持ちの良い物で、手作りを心掛けている。 

⑥ 園児・職員からのリクエスト給食を実施。 

 

７． 防災計画・安全対策 

① 防災計画の作成        ② 避難訓練の実施(月１回) 

③ 非常用飲料水・非常食の確保  ④ 緊急通報装置の点検 

⑤ 緊急連絡先の登録       ⑥ ホームページのブログ欄に現状、安否情報などを掲載 

 

８． 年間行事予定 

月 保育関係 保健関係 定例行事 

４    

体育指導 

造形教室 

クラス会議 

職員会議 

リーダー会議 

給食会議 

延長 

避難訓練 

身体測定 

園内研修 

その他 

５ 懇談会 内科健診 

６ 保育参観開始・個人面談・社会見学 歯科検診 

７ プール開き・夏のお楽しみ会  

８ 水遊び  

９ プール終い ゴキブリ駆除・尿検査 

10 芋掘り・ＦＳＤ 内科健診 

11 秋祭り・焼き芋大会  

12 クリスマス会・小学校見学  

１ 観劇会  

２ 子ども劇場・懇談会・進級説明会  

３ お別れ遠足・卒園式・進級移行期間 ゴキブリ駆除 

 

９．外部講師による教室 

   〇体育指導 ３歳以上児が週１回参加。基礎体力を養い、運動の正しい行い方を知り、 

楽しく参加する。 

     〇造形教室 ３歳以上児が週１回参加。自分なりに表現することを通して、豊かな感性・ 

想像力・表現する力を養う。 

 

 



10. 研 修 

園 内 わらべうた研修、吉本先生研修、オンライン研修、 

園内研修…その都度必要に応じて（育児の見直し・安全対策・感染防止・ 

虐待防止・保護者対応等） 

園 外 キャリアアップ研修、市保協・民保協研修、幼保小連携会議 他 

 

〖 今年度の目標 〗 

・例年に比べ入所希望のご家庭が少ないと感じる。育児休業制度を十分に活用され、家庭での育児の

時間がゆったりと取れる反面、保育園を必要とする期間が短くなっているように思う。保育園の役

割を改めて考えていくと共に、家庭への支援・サポートも行っていけるようにする。また、保育園

でしか体験できない集団の経験や、友だちとの交流・コミュニケーションをより大切にしていきた

いと考える。 

・日々の保育を丁寧に行っていくことを、再度職員全体で確認して進めていきたい。保育方針を念頭

に置き、1人ひとりの子どもと丁寧に向き合い保育していくことを心がける。様々な経験を通して

感受性豊かな育ちを助け、通うことが楽しみになるような保育園であるように努めていきたい。ま

た、保育士自身も保育の楽しさややりがいを感じながら、子ども達の成長に寄り添っていく。 


